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Discussion for Establishing Off-campus Cooperative Learning Program in Childcare Worker Training Course〈英文タイトルはcentury10pt，中央揃えです。〉

Yuya Takaki（St. Andrew’s University of Education）, Tetsuo Komochiya（St. Andrew’s University of Education）

 The revised version of the preschool education procedures and the childcare guidelines for childcare centers makes a new statement on the ideal figure of children in their early childhood. The reason behind this statement is the significance of improving children’s non-cognitive capacity which has been repeatedly suggested in recent years through the empirical studies based on the follow-up surveys from their early childhood. In this paper, relying on the assumption that children’s non-cognitive capacity which should be enhanced in their early childhood are also required to childcare workers, a discussion was made for establishing the off-campus cooperative learning program that may improve the non-cognitive capacity of students attending a childcare worker training course. Specifically, as a tentative plan, centering on the grit which could be the foundation in improving the quality and ability of childcare workers, a discussion was, through interview learning and off-campus game-like cooperative learning, made on the trial implementation of overall lecture learning ensuring a psychological measurement from the next academic year. 〈アブストラクトはcentury10ptです。〉
Key words: non-cognitive capacity, cooperative learning program, students of early-childhood education〈Key wordsはcentury10ptです。Key wordsのタイトル表記はcenturyボールドです。〉


１．本文の記入について
　
（１）見出しのレベル
　見出しのレベルは，章，節，項の３段階までとします。章，節，項の見出しはMSゴチック体10.5ptとして下さい。章の見出しは上下１行のスペースを空けて下さい。ただし，ページが切り替わる部分などは，章の見出しが最上段になるように適宜調整して頂いて結構です。また，章の見出しには１，２というように数字による番号をつけて下さい。


（２）節の見出し
　節の見出しには，（１）などの括弧付き数字で番号をつけて下さい。なお、節の見出しを記入する際は，見出しの上だけにスペースを１行空けて下さい。ただし，この例のように，節の見出しのみが行末に来るような場合は，次ページ最上段になるよう適宜調整して下さい。
（a）項の見出し
　項の見出しは，括弧付きのアルファベットを付け，上下にはスペースを空けないで下さい。項より下位の見出しは用いないで下さい。

（３）実験や調査の場合の「方法」の記入について
　実験や調査研究を行なった場合，対象者，質問紙，実験期間や手続きなどを「方法」として章にまとめて下さい。

２．図表の記入について

（１）図表の位置
　図表は，最初に引用する文章と同じページに置くことを原則とします。末尾にまとめて図表を掲載することは避けて下さい。また，図表の横に本文を記入することは避けて下さい。図表と本文の間には１行程度の空白を空け，区別を明確にして下さい。表のタイトルは上部に，図のタイトルは下部にそれぞれ記入して下さい。なお，本学会では完成原稿の提出を求めています。図表の位置を指定し別ファイルで図表を送付することは避け，正に掲載される原稿を作成して下さい。

〈表の記入例〉
自己欺瞞尺度，印象操作尺度のα係数を算出したところ，内的信頼性を低下させる項目があったために，各尺度とも4項目ずつを除き，最終的に使用した項目のα係数はそれぞれ.74，.57であった。社会的勢力尺度のα係数は.74と充分であった。各尺度に含まれる項目の評定値を合計し，項目数で割り尺度得点を算出した。各尺度得点の平均値と標準偏差，及び相関係数をTable1に示した。

Table1.　記述統計量及び変数間の相関係数
[image: ]

社会的勢力と自己欺瞞には中程度の正の相関(r = .47, p<.001)が見られたが，印象操作は社会的勢力，自己欺瞞のいずれとも有意な相関関係は見られなかった。高勢力者においてほど自己欺瞞が生じやすかった。

〈図の記入例〉
次に，社会的勢力の程度により，調査参加者を，高群，中群，低群の3群に分け分析を行った。3群間の社会的勢力の程度は，分散分析を行った結果，群の主効果が有意であり(F(2, 99)=206.10, p<.001)，Bonferroni法による多重比較の結果，高群，中群，低群の順に低くその差はすべて有意であった。


Figure1.　社会的勢力の程度による自己欺瞞得点と印象操作得点

（２）図表中の文字等
図表はモノクロ印刷を原則としていますので，カラーでのみ理解できるような図表の掲載を避けて下さい。また，写真を図表として掲載する際も，モノクロ化して掲載して下さい。なお，図表中の文字が小さくなりすぎないように注意して下さい。

３．文献の引用

　引用文献は出現順に番号を振り，本文中のその引用箇所で上付右括弧付き数字で指示して下さい。引用文献はその全てを原稿の末尾にまとめてリストとして示し，脚注にはしないで下さい。

〈本文中の引用例〉
　原（2018）は具体的に必要な資質・能力について，質の高い遊び環境をつくりだすプロデュース能力，主体性，自立心，時速力，思考力などが子ども達にどのように育ったかを見るアセスメント能力，プレゼンテーションおよびコミュニケーション能力を挙げている１）。これら能力は社会人基礎力と共通する部分があり，実際，保育者養成課程において社会時基礎力を求められる資質・能力として重要視する研究も見られる2）3）4）。




　末尾の引用文献は，本文最終行から２行空け【引用文献】と見出しを付けてください。見出しの下から１行空けずにリストを書き出してください。参考文献を記載する場合は，引用文献とは別に【参考文献】の見出しを付け，引用文献と同様の手法で記載してください。

〈引用文献の記入例〉
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